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外
国
人
の
人
権

在
留
外
国
人
２
６
４
万
人

　

法
務
省
の
２
０
１
８
年
６
月
現
在
の
調
査
で
は
、
日

本
に
暮
ら
す
外
国
人
は
約
2
6
4
万
人
で
、
実
習
や
就

労
目
的
で
来
日
す
る
外
国
人
（
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
）
が
増

加
す
る
一
方
、
特
別
永
住
者
は
帰
化
な
ど
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

県
内
外
国
人
の
状
況

　

県
が
２
０
１
５
年
に
実
施
し
た
県
内
在
住
外
国
人
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
香
川
は
「
自
然
が
豊
か
」

「
安
全
」「
環
境
が
良
い
」
な
ど
好
印
象
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
の

不
満
や
、
生

活
全
般
で
困

っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
き

の
相
談
先
に

関
す
る
回
答

は
次
の
と
お

り
で
す
。　

（
図
１
、図
２
）

多
文
化
共
生
の
推
進

　

県
内
で
も
多
く
の
外
国
人
が

働
き
、
県
民
経
済
を
と
も
に
担

っ
て
い
ま
す
。
4
月
か
ら
外
国

人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
拡
大

し
、
県
内
で
は
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

外
国
人
に
対
し
て
も
均
等
待
遇
の
原
則
を
守
る
と

と
も
に
、
互
い
の
文
化
や
慣
習
を
尊
重
し
あ
っ
て
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
く
働
き
や
す
い
「
多
文
化
共
生
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消

に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

対
策
法
）

　

特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
目
的
で

行
わ
れ
る
差
別
的
言
動
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
）
は

人
々
に
不
安
感
や
嫌
悪
感
を
与
え
、
尊
厳
を
傷
つ
け
、

差
別
意
識
を
生
む
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
定
め
た
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

卒
業
・
進
級
に
向
け
て

　

進
級
・
卒
業
・
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
ち
ま
た
で
次
の
よ
う
な
話
を
聞
き

ま
す
。
都
会
の
大
学
に
進
学
し
喜
ん
で
い
た
の
だ

が
、
都
会
に
就
職
し
、
親
だ
け
が
田
舎
で
生
活
し

て
い
る
。
親
が
入
退
院
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、

離
れ
た
子
ど
も
に
も
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

　

少
子
化
や
企
業
の
都
会
へ
の
集
中
が
地
方
の
過

疎
化
の
一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
解
消
の
た
め
に
、
幼
少
期
か
ら
親
子

で
考
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
子
ど
も
に
一
生
の
生
活
設
計
を
さ
せ
る
こ
と
。

・
子
ど
も
の
能
力
を
活
か
せ
る
職
業
や
就
職
先
は

ど
こ
か
。

・
将
来
、
親
の
世
話
や
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
や

先
祖
代
々
の
お
墓
を
誰
が
、
ど
う
引
き
継
ぐ
の

か
。

　

こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
が
避
け
ら
れ
な
い
大
問
題

で
す
。
子
ど
も
の
夢
や
希
望
を
叶
え
、
途
中
で
目

標
変
更
せ
ず
に
済
む
よ
う
に
親
子
で
考
え
、
親
子

が
納
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
学
校
の
進
路
指
導
で
は
、
体
力
、
心

（
興
味
・
関
心
も
含
む
）
、
学
力
な
ど
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
特
に
進
学
の
た
め
の
得
点
が
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
も
こ
の
こ
と
を
中
心
に
進
路
を

　

女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と

は
、
男
性
も
、
高
齢
者
も
、
障
が
い
を
持
つ
人

も
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
活
躍
で
き
る
社
会

づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
は
女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立
し
、

国
は
女
性
の
活
躍
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
平
成
28
年
４
月
に
三
豊
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
重
点
目
標
に
「
政
策
・

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
参
画
の
拡
大
」
を
掲

げ
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
審
議
会
の

女
性
委
員
比
率

　

本
市
に
お
け
る
各

種
審
議
会
な
ど
の
女

性
委
員
比
率
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、

女
性
比
率
30
％
を
め

ざ
し
、
企
業
に
向
け
て
も
、
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

下
記
の
サ
イ
ト
で
は
、
全
国
の
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
が
実
際
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
選
択
は
、

壮
年
期
ま
で
の
想
定
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
誕
地
と
生
計
の
地
が
異
な
り
、
転

勤
な
ど
に
よ
り
住
居
変
更
が
多
い
現
在
で
は
、
多

く
の
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
今
の
進
路
選
択
に

は
、
家
族
や
地
域
の
視
点
は
抜
け
て
い
ま
す
。
幸

い
に
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
発
達
が
地
球
規
模

で
の
情
報
化
や
地
球
の
隅
々
ま
で
の
流
通
を
可
能

に
し
て
い
ま
す
。
地
方
在
住
で
も
豊
か
に
生
活
で

き
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
幼
少
期
か
ら
地
域
の
美
し
い
自
然
や

豊
か
な
環
境
、
伝
統
芸
能
や
点
在
す
る
歴
史
遺
産
、

特
色
あ
る
経
済
活
動
な
ど

を
知
り
、
地
域
を
誇
り
に

思
い
、
可
能
性
を
感
じ
、

同
時
に
課
題
を
刻
み
込
む

こ
と
が
肝
要
で
す
。
ま
た
、

家
族
の
思
い
や
歴
史
を
折

に
触
れ
、
話
す
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

都
会
に
進
学
し
、
地
方
と
比
較
さ
せ
る
中
で
地

方
の
良
さ
と
課
題
解
決
の
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

都
会
の
人
が
感
じ
る
地
方
の
良
さ
を
見
直
し
、

故
郷
に
戻
り
、
故
郷
や
地
域
の
魅
力
・
長
所
を
生

か
し
た
就
職
や
起
業
を
目
標
と
さ
せ
ま
し
よ
う
。

　

こ
の
こ
と
が
、
家
族
や
地
方
・
自
分
を
生
か
す

道
に
つ
な
が
る
一
つ
の
方
法
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　

☎
62
・
1
1
1
5

筋
肉
を
増
や
せ
ば

体
脂
肪
が
燃
え
や
す
く
、

太
り
に
く
い
体
質
に

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
い
え
ば
、

体
重
を
落
と
す
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
無
理
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
実
行
す
る
と
、
筋
肉
は
も
ち
ろ
ん
、

骨
量
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
見
か
け
は
痩
せ
て

ス
ッ
キ
リ
し
て
も
、
ス
カ
ス
カ
の
骨
と
貧
弱
な
筋
肉

で
は
ス
レ
ン
ダ
ー
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
将
来
「
骨
粗

鬆
症
」
に
な
り
、「
寝
た
き
り
」
に
な
る
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
重
は
軽
い
の
に
、
体
脂
肪
率
が
高
い

「
か
く
れ
肥
満
型
」
の
人
も
心
配
で
す
。
筋
肉
が
少

な
け
れ
ば
基
礎
代
謝
率
も
低
い
の
で
、
太
り
や
す
く

な
り
、
体
脂
肪
が
多
い
と
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
脂
肪
が
多
い
人
ほ
ど
、

脂
肪
を
燃
や
す
有
酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ

ョ
ギ
ン
グ
な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
体
脂
肪
が
多
い
人
ほ
ど
、
筋
肉
量
が
少
な

い
の
で
、
有
酸
素
運
動
で
体
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が

難
し
い
の
で
す
。
筋
肉
は
、
酸
素
を
取
り
込
ん
で
脂

肪
を
分
解
す
る
組
織
で
す
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
に

筋
肉
が
少
な
い
人
は
、
有
酸
素
運
動
の
効
果
も
小
さ

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋

肉
を
増
量
し
、
質
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
筋

肉
が
増
量
し
活
性
化
す
れ
ば
、
そ
の
分
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
燃
焼
さ
れ
る
、
つ
ま
り
基
礎
代
謝
が
上
が
り
、
痩

せ
や
す
い
体
質
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
れ
こ
そ
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
第
一
歩
で
す
。

市緑ヶ丘総合運動公園センター長
（四国学院大学教授）清水　幸一 さん
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目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会

じ
ん
け
ん
探
訪
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国 名

中　国 

ベトナム

フィリピン

韓　国

インドネシア

その他

合　計

3，870人 （32.8％）

2，340人 （19.8％）

1，772人 （15.0％）

　836人　（7.1％）

　683人　（5.8％）

2，304人 （19.5％）

11，805人

人数（率）

法務省在留外国人統計（速報値） 2018年6月現在

【県内の在留外国人数】

【図1】日本で仕事をするうえでの不満

【図2】困ったときの相談先

外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

日
本
語
を
自
由
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
か
ら
の
人
権
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
法
務
局
で
は
専
門
の
相
談
電
話
（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
電
話
番
号
】
０
５
７
０
・
０
９
０
９
１
１
（
全
国
共
通
）

【
相
談
時
間
】
平
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　

（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

検索女性の活躍・両立
支援総合サイト

職場の人
38.8%

日本人の
知り合い
12.8%

家族・親戚
11.2%

外国人の
知り合い
9.4%

学校7.4%

役所の
相談窓口
4.8%

相談しない、相談先が分からない
3.8%

その他
11.8%

その他
12.6%

人間関係
9.2%

募集採用が
少ない
6.7%

賃金が安い
31.3%

日本人にくらべ
待遇が悪い
19.1%

正規職員に
なれない10.7%

差別を
受ける5.7%

相談するところが
ない4.7%

23・５％

23・５％

24・０％

平成28年度

平成29年度

平成30年度

女性比率年　度

（各年４月１日現在）

▼
問
い
合
わ
せ

　

田
園
都
市
推
進
課　

☎
73
・
3
0
1
1


